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創刊に寄せて 稲 井 道 子 ( 1 )
研究所平成８年度の動向 小 川 学 夫 ( 3 )
開所記念シンポジウム
人間科学の視点にたった地域研究の可能性を探る ( 5 )
資料訳注
｢名瀬の高等女学校の落成式(日本)｣
(カリキスト・ジェリナ神父) 平 山 久美子 ( 31 )
道徳的実践力を高める道徳の授業について 福司山 和 宏 ( 57 )
奄美の童歌と神歌を繋ぐもの 小 川 学 夫 ( 85 )
集団給食施設における鹿児島の郷土料理と行事食の実施状況について
竹 田 千重乃 (111 )
今井白楊論 －Ⅰ－
『自然と印象』 上 三 島 盛 武 (142 )
資料
坂田長愛稿 麑藩基督教史 芳 即 正 (154 )
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創刊号 (1997年)
研究所平成９年度の動向と10年度の活動方針 小 川 学 夫 ( 1 )
人間学セミナー・シンポジウム
人間西郷 対他者の問題 ( 3 )
創立者 ｢江角ヤス先生｣ の 『校訓』 に秘められた人間教育の意味
ランゲフェルドの思想を手がかりとして 高 田 久美子 ( 33 )
椋鳩十の諧謔性 その童心と演戯   里 忠 宜 ( 45 )
江戸後期の古い ｢ビーダナシ｣ の里
薩摩郡下甑村・瀬々野浦 川 上 カズヨ ( 59 )
奄美民謡と本土民謡の類似詞形 小 川 学 夫 ( 71 )
発達障害児・者への地域支援 その１
鹿児島の療育の現状と可能性を巡って 吉 田 ゆ り (101 )
資料・解題
大島高等女学校の廃校問題に関する文部省資料 平 山 久美子 (148 )
資料
坂田長愛稿 麑藩基督教史 (続) 芳 即 正 (158 )
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研究所平成10年度の動向と11年度の活動方針 小 川 学 夫 ( 1 )
人間学セミナー講演
ザビエルが出会った人々 結 城 了 悟 ( 3 )
桜島中学校における郷土教育 福司山 和 宏 ( 17 )
ホームページを利用した郷土学習の実態 (１) 吉 田 ゆ り ( 37 )
郷土の特産品を利用した将来的教材化の試み (第一報)
葛澱粉について 高 田 久美子 ( 57 )
徳 田 和 子
｢早坂久之助司教と鹿児島｣ に関連する
カナダ管区フランシスコ会士の報告記事訳注 平 山 久美子 ( 65 )
奄美における民謡と伝承説話の交渉 小 川 学 夫 ( 91 )
Symbolic Images of Sakurajima
The Iconography of a volcanic landscape アンドリュー・
ダニエルズ (123 )
｢評伝 一色次郎｣ (１) 第三回太宰治賞受賞 三 島 盛 武 (150 )
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第３号 (1999年)
研究所平成11年度の動向と12年度の活動方針 小 川 学 夫 ( 1 )
聖フランシスコ・ザビエル渡来450周年記念シンポジウム
ザビエルと教育の力 ( 3 )
桜島中学校における郷土教育 (第２報) 福司山 和 宏 ( 41 )
橋 口 朋 寛
奄美民謡とジェンダー 小 川 学 夫 ( 55 )
かつお節製造に関するかびの分離と
18S rRNA 遺伝子を用いたかびの同定 瀬戸口 賀 子 ( 95 )
林 葉 子
楢 崎 真 由
かつお節の製造工程と遊離アミノ酸及び
水分含量に対するかび付けの影響 瀬戸口 賀 子 (111 )
林 葉 子
楢 崎 真 由
Representations of a Volcanic Symbol: The Use of Sakurajima
in Advertising Kagoshima Prefecture. アンドリュー・
ダニエルズ (127 )
ザビエル来航時の薩摩の文化的土壌 芳 即 正 (148 )
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第４号 (2000年)
71
鹿児島純心女子短期大学創立40周年記念特別号
研究所平成12年度の動向と13年度の活動方針 小 川 学 夫 ( 1 )
｢島尾敏雄の南島論に学ぶ｣ シンポジウム
司 会 三島盛武
シンポジスト 竹島 忠男／岡 登美江／小川 学夫／平山久美子 ( 3 )
桜島町立桜洲小学校における郷土教育
～和太鼓 (火の鳥太鼓) への取り組み～ 福司山 和 宏 ( 35 )
林 涼 子
鹿児島県小中高等学校における郷土学習に関する調査と研究
ホームページを利用した郷土学習の実態 (２) 吉 田 ゆ り ( 55 )
純心カウンセリングルームの試み 吉 田 ゆ り ( 75 )
岩 下 美代子
奄美民謡 ｢あさばな節｣ 再考
Ⅰ型歌唱形式からⅡ型歌唱形式へ 小 川 学 夫 ( 87 )
(資料)
フランシスコ会総長(ローマ)に宛てたモーリス・ベルタン神父(日本宣教地区
長)の大島高等女学校の建築窮状の解決を求める｢報告書｣(1925年11月)試訳Ⅰ
平 山 久美子 (121 )
鹿児島黒豚の SLA-DRB１遺伝子の分析 竹 下 温 子 (145 )
瀬戸口 賀 子
天然つぼ酢(黒酢)の仕込み方法と発酵過程におけるエタノール量, 酸度,
総窒素量, アミノ酸及び微生物の変化 相 生 衣 理 (161 )
大 田 由美子
瀬戸口 賀 子
島津久光の官位叙任問題 －NHK説を検証する－ 芳 即 正 (192 )
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第５号 (2001年)
研究所平成13・14年度の動向と15年度の活動方針 小 川 学 夫 ( 1 )
シンポジウム ｢南日本の食文化｣ (記録)
司 会 瀬戸口賀子 ( 3 )
パネリスト 森 松平／長野正信／宮崎雅恵／前田昭人／森中房枝
シンポジウム 読書運動の新たなる局面 改めて椋鳩十を考える
司 会 三島盛武 ( 19 )
シンポジスト 鳥越 信／久保田喬彦／森 孝晴／伊佐理枝子
女子生徒・学生における食生活習慣に関する研究
真辺 久美・花木 秀子・東 博文 ( 49 )
奄美民謡における短詞形歌詞の表現様式 小 川 学 夫 ( 67 )
大島高等女学校の建築窮状の解決を求める｢報告書｣(1925年11月)試訳Ⅱ
平 山 久美子 ( 95 )
薩摩藩鋳銭事業と市来四郎の安田轍蔵擁護運動 芳 即 正 (130 )
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第６・７号 (2003年)
72
研究所平成15・16年度の動向と17年度の活動方針 ( 1 )
｢大島高等女学校に関するエジド・ロア師の質問事項に対するカリキスト・ジェリナ師の
回答｣ (1925年11月) 試訳 平 山 久美子 ( 5 )
食事・栄養情報の取得状況が食環境に及ぼす影響要因の検討
上野 弘美, 花木 秀子 (21 )
適正食事内容・量の知識が食環境に及ぼす影響要因の検討
藤崎 陽子, 花木 秀子 (39 )
人間と日常生活における姿勢 仮屋 舞, 高田 久美子 (57 )
奄美における伝承的 ｢名ヅケ｣ ｢コトワザ｣ ｢ナゾナゾ｣ とその周辺
小 川 学 夫 (71 )
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